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萎凋桑葉の飼料的價値減殺に及ぼす影響

竝にその二三の生理的考察

池田正五郞・九山今朝壽

1．緒　　　言　　　　　　　　　　　　　　　　．

　萎凋桑葉がその新鮮物に封し飼料的lil　fipll、低位にあるは既に伽膝新李氏（1912）四ケ原獄業講習所

（1912）白澤枠氏（1925）典1也によつて明にせられたる庭、蝕に大体に於V・て一般常識的考察と一致する

ものとす。

　著者は上記の諸氏の實験が萎凋桑葉の調製に於v・て主として室内放置叉は長時闇貯藏等によりて各

種の萎凋度の供試料を得たる結果その實験波績は必ナしも飼料中水分減耗の影響のみを示すものに非

す（操作中に醤養分¢）攣化を來す疑ひを寮す）。且つ、該供試萎凋桑環給與後に於ける萎凋程度の進行

により試験獄児は定められたる萎凋度の桑葉を常に噛食する能はざる結果を招來ぜるを意ひ、煽風機

を使用し短時聞の操作によりて目的の萎凋度の供試桑葉を作製し囲．つ、特別なる飼育器を用ぴ、給桑後

に於ける萎凋度の進行を防奮その飼料的贋値域殺の程度蚊にその生理的影響の方向を知らんとせ垢

　而して本實強は實際的問題としては大例くに於VOて一一股の常識白勺考察とホポー致し、前に箇髪か1こ實験

方法に異る庭ありと言へども前記諸う踊蜜の實験威績Z）公表ある以上改めて施行するの要なきに似たる

も大氣乾燥し摘葉作業中に於ける僅かの不注意によりてさへも遊だしく萎凋を來し、その翻…ミi的偵敏

を減殺さるSが如き感ある南満洲の特殊事惜は必し膨所くのみ断定するを許さす、且本實験は純檸な

る意味に於ける萎凋桑葉給輿娩にそれに附魑する實験として頭書の諸家の主として貯桑間題に重黙を

置きたる謝實験とは柳か主題を異にし、且つその問題の扱ひ方に於いて根本的に異り從つて特に2，3

の興味ある域績を得たるを以つて以下数項に瓦り報告する所あるべし。

2．供試材料（i萎凋桑葉）の調製　　　　　　　　　　　　　　　　　　・

　萎凋桑葉の作製には專ら煽風機を用ひたり。勘J・穫12吋の煽風機iE面1mの簡所に方、80c皿ユの木椹

を立てこれに粗琶肚慧期用糸網2枚を張卯≒試桑葉を1放雄べ程度にこの2放の綱の陶にはさみ時々位

置を攣じっX風乾せり。而して萎凋桑葉作製の操作を明瞭ならしむるだめb該操作中の室内温、漁度、

鮭に挾用風速を1〈at，a七hermome七er　tcよりて測建せり。

　猶、供試桑葉は給桑直前必す調製すべき性質のものなれども不幸、農事試瞼瘍所在地たる熊鋳城は

未だ書間電力の配給なきため日中は煽風機の使用不可能にして罷むなく日濃を境として桑葉の摘探を

囲始しt　9’Lを直ちに国的度に萎凋ぜしめ樫200mmのデシケーターの底部に清水を満し友るものL上

部に納め麿封して貯桑室内に貯へ翌Ei日波前までの飼料に供しだり。而して上記の如く摘探時刻を一一

建したるためその都度摘探せるよりも供試料の原所含水分率、蚊Pこその他の螢養素含量は却つて均Pt

となりたるものと信す。

斯くの如くせる場合萎凋桑葉は再び吸漁して原；1犬に復するものなるや、3ζは却つて挺に所含水分率

を減じ萎凋程度を高むるものなりやは嬢ひの存する所なるを以つてこの關係を訓査し併せてi萎ヲ、腱理

時間と萎凋度との關係を知る日的を以つて次の豫備調査を行ひたり。



盲4s　　　　　　　　　　　　慧　　　綜　　　廉　　　雑　　　誌　　　　　　　　　　　　〔第四巻

　　　　　豫　備　調i盗　　　（1）

萎凋操作時　　　　　7月19日午後8時
1司」二蛭到ヲkj　i翻a．iR，度　　　　　　　　　　　　　　　260C．　66％

使　用　瓜　速　　　　　　　　　1，23m・（煽風槻より］mの躍離）

供　試　桑　葉　　　　　　　　改良鼠返第5葉同

萎凋操作直後

6時間貯藏
12時間」呼藏

1811tr一問貯藏

無虎理1置

　％
75。78

75．61

75．11

75．34

10分間腱理匠　　20分1吊虎理旺

　％　　　　　　％
73．90　　　　　　　72．42

7正．23　　　　　　　　　　71．18

72．18　　　　　　　　　　72．73

7iA．16　　　　　　　　　73．29

30分聞塵理照　　　備　　　考

，瀞欄也下室。繍

70．57　210C．95％rl；1溜vri；1

71．6S度を保持したり0

72．39

　　　　　幸象　　備　　言周　　n，F．　　　　（2）

萎凋操作時　　　　　7月21日午後8時
同一ヒ室内源漁度　　　　　　　　27°C、74％

使　用　風　速　　　　　　　　　1．26皿（煽風機より1mの距離）

供試桑葉　　　　　　　改良鼠返5葉に1

無塵理唖

　　　　　　　　　　　　％
萎凋操作直後　　　　　74・85
6　　1PS．　間　賠　藏　　　　　　　　　　　　75。些7

12　1時…　1置】　貯　藏　　　　　　　　　　　76・25

1S　μ拳　ll覇　jl雪：藏　　　　　　　　　　　　75・79

10分間慮理甑

　％
72．82

73．25

73．42

72．85

20分問腿理匿

　％
71．57

71。17

γL23

71．60

　　　　　　E
30分聞塵理匠　　　備　　　考

　％
6D．83

7U．81

70．8些

71。87

姓桑地下室は・終始

‘alOC・　95％を保持

したりo

　　　　　豫　　｛ll旨　　言周　　望士…　　　　　（3）

萎凋操作Fl時　　　　　　7月22日午後八時

同上室内淵．漁度　　　　　　　　28°G．67％

使用風速　　　　1．24m（煽風機よりの距騨m）
供試　桑葉　　　　　　　改良鼠返第5葉日

無腱理1鉦

　　　　　　　　　　　　％
萎凋操作直後　　　　　73・74

6　時間貯藏　　　　　　7d・06
12　時　『旧　貯　1，瀞ξ　　　　　　　　　　　73・85

生2時間貯藏　　　　　　　7d・72

・・分一
P・・分・聯i・・分・－i備考

　％
72．36

72．76

72．71

72．69

　％
7L38

71。17

7〔｝．83

71。13

、　　　％
　　69．93貯桑地下室内は終

7°・43猿n21｝21・臨
70，261　％を保手寺せりo

　　i
70・661

　　1

　」二記3表にょり次の事實を知るを得たり0

1．萎凋虚理、風蓮L25皿内外にては10分聞原1こ約1％の水分を奪取さる。

2，萎凋嘘理後貯桑申に於いて貯桑42時間までは所含水分率を憂ぜ肇。

附記、上の豫備調査は葉位を攣へ更に数回繰返しft：るも常に同様の結果を得たるにより以下省略す。
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3・　蟹1晃飼育方法

　萎凋桑葉の飼料的贋値f皿下を調査するに當りては直接獄兇飼育によりたり、その飼育方法次の如

し。

　　　A，飼育　器
　樫．5c箕ユ、高サ7．5Gmの園型破璃鐘を硝子板の上に覆ひ、この内部に樫llcm．の小型シヤーレーに溝

水を浦したるものを置き補温の用をなさしむると同時に各随のCondi七iollを岡一にする乎段とし鋸

兇は4齢期の飼育には樫12Gm・5齢期の飼育にはt’Sl　15Gm・のシヤー一レーの身の底部に吸水紙を置きたる

ものS中に牧め更に前記の如く準備せる破璃鐘内に飼育せり。

　　　B．飼育盗漁度
　本實験は夏秋期施行のものなる故別に補澁せず、猫實験室臼斑を以つて飼育器内の温度とせりo飼育

器内7）漁度は数次の豫備調査の結果鷲兇を飼育せざる傷合に於V・て95％にして（猫乙製，Preeision

Hy　gvome七erを用ひて測定す）殆ど恒漁を示し慧兇飼育中に於V・ても殆ど墾化を示さぎりき（飼育溢

度に就いては後章参照）

　　　C．給桑後の飼料の水分率の攣化

　普通の飼育方法によ1たる瘍合、給桑直後の桑葉の所倉水分華と次の給桑前の食桑の所含水分率と

は大難あるべきは想像に難からす。著者は本實瞼に用ひ允る飼育器内に於V・ても果して然るや否やを

調査したるに次の放績を得たり。

　　　　　　　豫　備　調　査　　　（4）

　　萎凋操作H時　　　　　　7月24日午後8時

　　同上室内盗漁度　　　　　　　27°G　66％

　　使　用　風　速　　　　　　　　1．28m（煽風機よりの距離1m）

　　供　試　桑　葉　　　　　　　　改良鼠返第5葉目

萎凋操作直後

飼育器内6時閏後

同上　1」1｛AilJ後

r司」二　　18時…「践」｛差…

調査室温　　　同上灘度

　　　　　　　％
27．5　　　　　　　70

26．5　　　　　　　70

26．5　　　　　　　70

28．‘｝　　　　　　　70

無塵理鳳

　％
73．46

72．57

70．21

72。「Jo「

10分1司塵理隈 20分聞麗理1置

　％1
71．22

71．72

71．36

71．61

　％
6D．90

70。82

70．01

70．95

無慮理地下室
デシケーター
貯　戚　　匿

73．益6

72．91

74．41

74。29

　　備考　地下室の温漁度は絡始21°（〕，89％を保持したり。

　　　　　豫　備　調　盗　　　（5）

萎凋操作日時　　　　　　　　7月25日午後8時
「io｝二≦≡産内～橿，舜黒度　　　　　　　　　　　　　　27．50C．66％

使　用　風　速　　　　‘　　　1．34m（煽風機よりの距離1rrl⊃

供　試　桑　葉　　　　　　　　改良鼠返第5葉同

萎凋操作直後

飼育冊内6時間俵

言周査室澱

　0
25。0

26．5

同上灘度　　無虎理直

掩1　，、．欝
　1

7°y　73・26

　　　　　I

I蹴劇 ｦ゜分1聰豊匿

　％1　　　　％
72．701　　　　　　　67．d9

73．35　　　　　　　71．53

無塵理地下室
デシケー潔rv
貯　藏　圏

●

　％
7i．51

7坐．86



習50　　　　　　　　　　鎧1　　綜　　恥　　離　　盆志　　　　　　　　　　亡菓四谷

同上　12暗間後　　　　　27．0　　　　　　7壬　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　74，16i　　　　　72．f）（S　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　71，0i）

阯塒閥後 @29・・　677・…1…857・…r
74．40

75．11

　　　備　考貯桑地下室内の湘漁度は絡始21．5°C．8996を保持Lたり。

上二表によりて本實験に用ひたる飼育器内に於いては給桑直後の飼料の所含水分率は以後に於いて

も増’妓なき刃累をタrlり毅トたりo

4．懲児飼育成績

　薯瀞は前項までに記r伐せるが如く本實験に於いては可及的に速かに、且つ確實に口的度の萎凋桑葉

を作製し、猴数次の豫備調査を鰹て萎凋操作絡了後の貯桑中、動にごれをrC　tt己に給輿せる以後に於い

ても常に目的度の所含水分挙を攣ぜざる事を知り得たり。擦是、供試麗児は常に定まれる1明含水分率

の桑葉によりて護育を罹績ぜしものと噺定して然るべきものと信歩。猫調査に當りては生体重堀加率

娩に食下乾物量を主とし、事宜によりてその他の事噴を併せ調査せり。

　附記本實瞼は昭和．六年夏期pl載鷹支101號、舞漸缶慧、第5齢鑓、新白種第4齢獄、第5齢鷲、國獄

日107號5齢獄等にょり施行したるものなるも本報告に於V・ては前記新白種に於ける實験のみを記載す

べし。

　　A・第四齢期試験

O實験開始　　　8月3日
O｛共詫弍欝鍍歩己　　　　　　新白（2イヒ・図匡…）雁巨第4歯合起獄、　各1厩50頭　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’

0試瞼騒別　　　飼料D萎凋操作時間を基準とし、…次の四置に分つ、猫實験誤i茎を勘からしむるため

　　　　　　　　に同一臓を各2廣宛飼育せり。

　　　　A．1匝、A，2厩　　　　無虞理封1照1匝

　　　　B1慨、　R2匠　　　　10分聞虞理砥　　　I

　　　　C．1湿、C・2匝　　　　20分闇虞理腿

　　　D．1颪、D2涯　　　　30分闇虞理凪

O使用桑品種、蛇に所含水分率。

　　　　　　　改良鼠返、春刈後の桑葉を用ゆ、所禽水分…率は次の如し。

　　　　　　　　　　　第4齢期試験給與桑r二均含水量

給輿　月　日

YII［　月　3　日

”　　　　　　d

”　　　　　5

グ　　　　　6

ケ　　　　　　7

葉　　　　位

第　7　　葉

　　　グ

ク

e

ク

A　　　　旺

　％
6D，76

69．ユ7

69．51

69．47

67．96

B　　　　1・EE

　％
68．19

67．99

67．37

67．15

66．55

C　　　　砥　　D　　　　礒

　％　　　　　　　％
66．75　　　　　　　　　　66．80

66．46　　　　　　　　　66．31

65．91　　　　　　　　　65，d8

66．27f　　　　　　　　　6生．62

64、．89　　　　　　　　　　63．d7

O實験中室内湿漁度、實験中の室内温灘度i次の如し（，

　　　　　　　　　　　　　　　　温　　度　　　　　　　　　　　　灘　　度

　　　VII工．月3日　 AM，9　　　　　　　　　　　　2虫OC　　　　　　　　　　　　　　　　　　　72％

　　　　　　　　PM，3　　　　　　　　　　　　　　　　25。0　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　68

　　°　　　　　　　　　　”　　8　　　　　　　　　　　　　　　　25．0　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　73
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　　　　VIII，　th　　AM．9　　　　　　　　　　25．0　　　　　　　　　　　　　　　77

　　　　　　　　　　PM．3　　　　　　　　　　　　　　　　26．5　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　77　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・

　　　　　　　　　　　グ　8　　　　　　　　　　・　26．0　　　　　　　　　　　　　　　　　　77

　　　　VIII．　5　　AM　9　　　　　　　　　　25．5　　　　　　　　　　　　　　　　73

　　　　　　　　　　1）Mβ　　　　　　　　　　　　　　　　　27．0　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　6〔茎

　　　　　　　　　　　ク8　　　　　27．．0　　　　　　　　66
　　　　VIII，6　　AM　9　　　　　　　　　27．0　　　　　　　　　　　　　　70

　　　　　　　　　　工｝M．3　　　　　　　　　　　　　27．5　　　　　　　　　　　　　　　　　　．　66

　　　　　　　　　　　e　　8　　　　・　　　　　　　　・　26．5　　　・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　62

　　　　VIII．7　　AM．9　　　　　　　　　27．0　　　　　　　　　　　　　　　74

　　　　　　　　　　PM．3　　　　　　　　　　　　　　　28，5　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　67

　　　　　　　　　　　”　8　　　　　　　　　27．0　　　　　　　　　　　　　　70

　飼育器内の漁度は常に95財なり　（師重）

給桑量、食下量、給桑壷（新鮮物、輯勿）並tτ食下乾物量次の如し。

　　第ユ表の1　　　給桑最（新鮮物）

VIII．月3日AM．10

　　　　　　PM．2

　　　　　　”　　8

VIII　4．　AM，9

　　　　　　PM．3

　　　　　　v　　8

V工II．　5　AM．　D

　　　　　　PM，3

　　　　　　v　　8

VIII．　6　AM，9

A．1人、・．、B．・c．到c．・・D．・iD・・
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i　　　　　　　　　　　　　　i

　　　　　「藷『葱翫：黙：毅1：1｛隠：蕪ほ：塞

　　　　　　1「　一・2．・8　・．771・．・71・・7・i・・㊨3

　　　　　‘…・・32－・・616・・【i6・°8’5・646・17－・6生

　　　　　　　　　1：調1：1；・1：ll－：饗1：1贈：竈［1：：l

　　　　　　　　lil　i灘顯lll」獲灘羅

　9「
4．42

5．35

2．11

5．89

5。20

5，82

7．17

5．69

9．06

12．03

6．78

3．84

73．36

第1表の2　　　給桑量’（乾物）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ニ

　　　　　　　　　　眠1ん2㌦ユ
　　　　　　　　　　】　　　　　　｝
　　　　　　　　　　コ　　　　　　　　　　　コ　コ　コ　コ　コ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　1　　　　　　　　　　　　　　　　1

V工II．月3日A瓢10

　　　　　PM．，3

　9「
1・59

1．85

esl　一
VI∬．　4．　A〕M，9

　　　　　PM．2

　　　　　　ク　　8

VIIら　5　AM．9

　　　　　　PM，2

1．g5

2．79

コ．。d．1

2．61

鵠、3d、

　09
」．31

2．54

　一
ユ．87

2．46

1、70

2，53

3．07

B，　2 C．　1 q・ln・i
　　　　9「1　　　　9「
　　　コ．，49…　　　ユ．3盛

　　　　　！
　　　1．831　　　1．S3

　　　0●7〔｝　　　　　　O，57

　　　　　1
　　　1ユ．05…　　　　　1．95
　　　　　　1
　　　2．131　　　　　1．．86

　　　　　　1

11：12，i鵬

　　　2．7躍，…　　‘a．27

1．22　　　　L20

1．87…　　　　　1．85

　　　
0．7｛γ　　　　　o．6（，

　　1
1．89　　　　2．07

2．221　　　1．91

2．371　　　2．猛

2、8d，　　　　2．50
　　：

2．66」　　　・　2、55

D．　2

9「．　　9「1　　9「

　1

　5
1．91

2．39

2．〔｝8

2．83

2．OLI、

1．38

1．6

0，5

　9「
1．｛L7

1．78

0．71

ユ。99

1．76

2．0｛

5．d7

1』7
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　　　　e　　8
VIIL　　　6　　 AコSIQ　g

　　　　PM．2

　　　　e　　8

　　副’

1：ll　l：lll：？．｝・1　1：蟹…：蟹1：ll　l：ll　l：ll

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2。402．67　　　　　　2，66　　　　　3．es　　　　　　3．231　　　　　Cd．05　　　　　　1，91：　　　　　2．｛血3

　　　　　　ミ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

一　一1　・・・・　…8　・…ヨ・…I　U・1　・…
2盗、ω　25．L。1　28．051℃2｛」．Od、　26．341　25．02　26．3・a1　25謁

　　　　　　l　　l　’［　　…　　i　　［
　　　　　　　　　　　　　　　　一呈一旧

第1表の3　　　食下乾物量

自8月3日午前10wr，

冤8月4日午前9時

自8月4日午前9時
至8月5臼午前91時…

自8月5日1F荷ti　9「董寺

三議8月6日∠F前9μ寺

自8月6日午前9時
至第・」．眠就眠

第4歯令rl　1　　　言十

A　　1

　9「
2．27

4。26

6．ユ5

1．43

ユ4。11

A。　2 13．　1

　12．ξδ1　2．尋δ

4．17

5。86

1．26

13．85

3。90

6．80

2．77

15．97

B．　2 e・・ P…1n・
2．46

9・堰@gl　　fi’

4。27

6。30

3．33

16。36

2．2り・　　　2。3庄

、．3，1、．51

5・92秩@5’87

・．2・｝・．55

　　　
、、．7』　、5．‘a7

l　　　l

　9「
2．08

s．31

5．23

2．8δ

14．50

D．　2

　9「
2．3ti

4。24

5．39

2．94

14。95

O生休重調査　　休重増加の歌態を蝕日全供試獄によつて測定せるに次の如し。

第1表の4　　　生休重調査　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　『
t

lA．・

　　　　　　　　　　gri
VIH．月日3AM．10　　　　5．【，2

　　　（起鷲う　l
VIII．　4　AM・9i　　　8・75

VIII，　5　AM．9　　　15．21

　　　　　　　1
VIII・6A］）v・r．　tJ　12‘塾・d8j

　　’　　　　　　1　　　　　1「1

A．　・2 B，　工

　9「
5．u2

9。38

15．74

24．51

　9「
5。02

8．79

1孟．39

B．‘・　1　・．・

23．991　．i　4．‘Zg

vl

　9「　　　　9「
5．U2　　　　5，02

8．90　　　　8．12

15．36i　　　　14、，77

　　　　21．18

〃

c．　2

V田　7（眠1の1　欠調1　　ゲ
V、、1．、AM．、｛25．，7i　25．，4

起獄耶均体重♀　　0．5156　0．5575

同　♂一　…9・・

2d．50

O。5131

0．4，523

　i
…　　v

　　25．56
　　　　1
　0．53431　　　0．44｛亀3

　＿1瞭59
1　　1

　9「
5．02

8。56

14．68

22．30

、、．3sl、，、。5

0．48虹

O．4195

D．　工

　9「
5．02

8．23

1庄．85

20．09

v

20。S4

0．庄315

0．3806

D．　2

　9「
5．v2

s．85

1cL．33

20．77

び

21．43

0．4288

〔｝．義0鵡

　　　B．第5齢期試験

O實験開始　　8月8日
O供試獄兇　　前齢期試験に使泥1コしだる獄兇を各匠別に雌雄鑑別し各10頭宛を以つて1亙とす・こ

　　　　　　　のユ0頭の獄児は前試瞼に供用したる鑑兇を離雄刎に秤量せる2円句1頭休電の10倍と

　　　　　　　なる様逡定せり。　　　’

O試駿慨別　　前齢期試瞼と同様、仙し各匠君一置を2麗設くる事なく雌刻E各1厩宛とせb．6

0使刑桑r吊種蚊に所含7JSC分率。

　　　　　　　改良鼠返、聯刈後の桑葉を用ゆ、所含水分率は次の如し。

第5齢期試験給與桑所含水分率
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　　 P葉位「1・⊥∴．－i
VIIL月　　8Fl

　　　　　　9

　　　　　　10

　　　　　　11

　　　　　　12

第　10　漿1　　　68・71
1　　　　　　％1　　　　　　％

・　　［　　　7・a．71

v

e

ク

72．91

70．73

70．91

67．89

7〔，．1｛）

71．55

68．40

6g．7生

1，　　一

　　ト
　％
6d．11

（s9，55

71　，　・15

68．5コ．

68．18

D

　蝿
6rk　．　ob’

68．97

67．G3

68，19

65．85

－－OPtuym．　yu4＝－
○實験中室内温漁度　　實験中の室内溜漁度次の如し。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　温　　度　　　　　　　　　　　　灘　　度

　　　VIII．月8同AM．10　　　　　　　　　　　28．00C　　　　　　　　　　　　　　　82％

　　　　　　　　PIド正．8　　　　　　　　　27．0　　　　　　　　　　　　　82

　　　VIII．　9　AM．9　　　　　　　　　　　27．0　　　　　　　　　　　　　　　　82

　　　　　　　　］PM　　3　　　　　　　　　　　　　　　　　28．0　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　82　　　　’

　　　　　　　　〃　　8　　　　　　　　　　　　　27．5　　　　　　　　　　　　　　　　　　　86

　　　VエII．、OAM．9　　　　27．5　　　　』　86
　　　　　　　　P］』f．3　　　　　　　　　28．0　　　　　　　　　　　　　86

　　　　　　　　・8　　　　　28，0　　　　　　　　86
　　　VIIL　l1AM．9　　　　28．0　　　　　　　86
　　　　　　　　1）工M7．3　　　　　　　　　　　　　　　　　2965　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　83

　　　　　　　　・8　　　　　‘a8・O　　　　　　．86
　　　VIIL　12　AM．9　　　　　29．。　　　　　　　83
　　　　　　　　PM．　3　　　　　　　　　　　　　　　　　　Lio，0　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　83，

飼育器内の1殿は95％内夕肱り慨述）

0給桑：壁、食下最　　給桑量（新鮮物、就物）蛇に食下乾物量は次の如し。

　　第2表の1　　給桑景（新鮮物）

VIII．月8日AM．10

　　　　　PM’S

VI工1．9AA・1．9

　　　　　PM．3

　　　　　”　　8

VI正1．10　AM。9

　　　　　PM．3

　　　　　”　　8

VHI．11　人M．9

　　　　　1）M．3

　　　　　v　　8

VIII．12　AM．9

　　　　　1｝M．2

　　　計

A．　♀
　　　　i
A．　♂　　B．　9

5．801

9．87

8．53

d．81

11．35

13，10

17．21

6．02

14．72

19．51

14．46

1「o．18

gr　』．　gr　9

140．56

B．　6　　C．　♀

　　　　　　　　
5．27　　　　　5．08

11。10　　　　9．O描

8．79　　　　9。15

盛．9些　　　　4．23

11．71　　　11，56

11．．531　　　　13畠1窪｝

16．強51　13．3｛｝

9．42　　　　10．03

15．84　　　　1tA。79

19．コ01　　16．21

ユ3．75

10．86

138．76

x4．28

15．36

136．20

　9：　　　　　9「
5．34　　　　6．82

10．56

8．56

強．38

9．97

11．56

’i4．89

9．24

14。29

16．71

13。20

1d．23

13‘a　，93

C．　6　　D．　9　　D・　δ

10．05

9．06

・1．28

11，05

11．64，

12．47

9．47

1d．63

16．10

1d．51

14．28

　9．05

143．4、1

・．
梶E・9：，・・罵

・°・36P・鰯　 9・65

　8，81

　並、42

11．08

11，5A

10．62

　9。85

瓢．81

13、．60

13．66

13．25

　8．95

136．09

9．18　　　　　　　8。5V

4，19　　　　　4．57

・1・14P1°・65
ユ0．79

ユ3、tJ，‘2

12。00

13．95

1d．S1

14．53

13．63

　7．98

1』．O．7ユ

10．54

1L57

11，04

15．43

13　．1tl

1　　　15．8〔｝

　　　11：餐

［137”16

一一
b
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　　第2表の2　給桑rfii：（乾　物）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　げおおゆヨ　　　　　　　　　　　　　　mu　　’　　　　＝－t＝Pt

　　　　　　　　　　　　　　　　「　　　　　　　　　　　　　　　　幽　　　　　1
＿＿…＿．．＿＿！踏⊥『．1△，『．1．3－1．．．じ乱一1．≡＿黛∵．ttt＿

　　　　　　　　　　　　　　　！　　　gr

VII，1，月81三1　AM，101　　　1，82

　　　　　　　　　PM。8

VIII．　9　A〕M．9

　　　　　　　　　P〕M．3

　　　　　　　　　1｝M，8

VIII．10　AM，9

　　　　　　　　　PM．3

　　　　　　　　　PM．8

V工II．11　AM．9

　　　　　　　　　PM。3

　　　　　　　　　P皿，8

VIII．12　AM，9

　　　　　　　　　P瓢．2

　　　　　　計

2．70

2．33

1．32

3。08

3．55

d．66

1．76

4．31

5．71

4．21

4．盗2

39．87

　　9「

1．65

3．（）3

2．40

1，35

3，17

3．13

4．46

2．76

4．64

5．59

di．00

3。16

T
，　　　コ．．（53

　　9「

2．68

2。70

1．25

3．29

3．7強

3，79

3．17

4．68

5．12

4．32

4．65

39隔3些u4z．°4

　　9「　　　　　g「
1．72　　　　　　　2．45

3．、2【　3．・窃

2，53

1．30

2、84

3，29

並，24

2、92

並．52

5．28

3．99

4．31

40．06

2，76．

ユ，31

3．16

3，32

3，56

2，98

4，61

5．OI7

4．62

4．54

2．S8

4A．32

C．　♂

　　　　　　9「

　　　　1．b5

　　　　3。10

　　　　2．6昌

　　　　1．35

　　　　3，17

　　　　3，29

　　　　3，02

　　　　3．10

　　　　4．66

　　　　4．28

　　　　4。35

　　　　4。22

　　　　2．85

　　　虹、り8

P　　　－　　　r　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　t7　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　薗「　Tpurrwut　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　T1

D，　孚　．　D，　8

　　　　　　9「

　　　　1．9δ

　　　2．98

　　　2．』5

　　　　コ。30

　　　3，63

　　　3，52

　　　庄．37

　　　3．82

　　　4，44

L　　4172

　　　4．96

　　　4。66

　　　2．73

　　45，96

i　　　　　gr
2．U5

3．00

2．64

1．d2

3．47

3．旺3

3，77

3．51

4、91

4．18

5．aO

4．95

2．08

般．81

第2表の3　食下乾物量

A．　♀

自VI工1。月8日AM，10
至VIII．　9　AM，9

　自v工：【LgAM。9
　！iVII工　　10　　AM　　9

自VIII．10　AM，9
驚VIIr．11　AM　9

自VII工。11　AM，9
釜V工II．12　AM，9

　肉VIII。12　　A］M【．9

至　　　上　　　籏

第五齢中　計
bt。．．bU．．．tU．．．im．”

　　9「

3．06

d．78

6．75

5．29

2．3tl

22．22

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　I

　　　　　　　　　　　B。　？　　B．　6　1C．　？　　C．　♂　　D．　♀　　D，　6　　A．　δ
1．1

@　　　　　　　　　　1
　　　gv「　　　　gr
　2．けユ1　　　　　3．UO
　　　　　「

　3・95…　　　　　〔L93

　　　　　i

　庄．761　　　　　6．d8

　7．97「　　　　5．68

　　　　1

　1．171　　　　2．53

20．76　　　　22．63

　　9「

2．49

，1．’05

5．69

2．轟1　　2．欝

3．85　　　　 3．88

5．171　　　　｛L盛7

　7。38　　　　6．86
　　　　1

　2．32　　　　 3．3工

21．93　　　　　　22．02

6．01

2．68

19．4d

l　　　　Er．
　　　　　　2．60

3．65．

6，18

6，87

3，39

22．69

　　9「

2．36

3．76

5．19

6’21

2．79

20’ C31

○生体重調査　　休重増加の歌態次の如し。

　　　　獅ヨ2表の4　　　且三休　箪勧目イ註

，，A・・ 撃`・・匡・

　VI工r．月8日

　　　　　　　起獄体軍
　VIII．　　9　　　」L］～1．　9

Nア正II．　10　　　AM．　9

NアIII．　：畳、1　　！、込：！：．　9

　、．TIII．　12　　　AA「工．9
　　　　　　　　　　　　　　　　i

「　　　9「
　　　5．53

　　1〔｝．37

　　17．51

　　25，82

　　29．22

　　　gr

虫．92

ユ0．OO

15．8邑

20，52

22．02

｛　　　　　　　1

1　　　　　　　　　　　　1
一B・Sc　C・91Ca　D・♀lD・＄

…葺撫・罷』・昔撫・身／l・・3fi　・・罷

、：：1，1i、1：lll、1：lf，1　、1：罷i　、1：；；1　、1罵

、3．，71　，，．、、1、。．、31、8．、。…、8加　、，．、4

26．、6124．S9「、，．621、、．7。…、、．43…22．26

　　　　　　1　　．I　　　i　　　．　　　｝
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0上籏以後に於ける調査　　上籏欝数、牧菌珂、繭質、薩卵、獄蛾のt｛三命期聞等の調査爽を…次に示す。

　　多拶3表　 」：籏’獄数言周査

1・・　・巨・」B，・　91　・，．・i・・　・

脚日
　　　　　PM．8　　　　　　　　　　　71　31　71　8　1°
　　　　　PM・1°　「　　－i　到　　軸　　刷
累　　　　　創’　　　　　　　　　　　1°　　101　1°［　ユ゜、　1°

　第　4、表　　牧繭調査　繭質調益

c．a

10

10

10

10

D，　6

醐

一

｝
10

10
」

A．　　9

A．　　6

工3．　　♀

B．　　♂

C．　　早

C．　。6

D．　　9

D，　　8

繭　　重

　9「
15．32

10．88

14．60

14．49

13．92

10．73

13．75

11．55

蝸　　体　　重
雌　　1　雄　．
　　9「
　12．51
（1．43d）

　12．97
（1．297）

　12．42
（1．242）

　12．21
（1．221）

　　9「

　9．57
（〔，．957）

　10。83
（1．083）

　8．67
（o．963）

　6．78
（0．968）

繭　　暦　　重
雌　　｝　　雄

　　9「　　　　　藍「
　1．62
（0．162）．

　　　　　　　1．24
　　　　　⊂0．12の
　1．56
（0・15の

　　　　　　　L60
　　　　　（0．160）
　1．46
（0．158）

　　　　　　　1．45
　　　　　（0．145）
　1．48
，（0・148）

　　　　　　　1．43
　　　　　（0．143）

備　　　　　　考

死籠繭　1箇あり。

薄皮繭　1箇ありo

屍籠繭　1簡ありo

串化蜘繭　3箇あり。

　　註　括弧内の鐵字は1箇築均重量とす。

第　5　表　　塵卵澱調査

　　A　I畷

調査蛾数　　8

総謄卵激　381d

B　湿

曳　精　卵

485

304

404

527

523

498

4さ8

505

娼3

「oOA

459

受精卵計 不受精’卵　不受精卵計　受精卵歩合

　　　　　　　　　1

　　1　5
　　1
　　　　　　　－
　　A　　1　32
・副　　・

　　i　　　11
∂　　1

　　1　　6
．　1　　5

　　1　’d’

80 O．9790

　　　　　E
2F均受精卵蜘ヱド均産卵撒

　　　　　1

d67 477

！－：1。L－－t！－一。－i。一一一。1－一一

12

11

1
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調欄71 P釧35〔11iユ1［6∵°棚∵5°9｛5ユ3
納柳数359・1　正85　　　i　La、…　　i　　：　　1
　　　　　　　　　　　　、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1　　　　　　　　　　　　　　　　　　1　　　　　　　　2

’‘い」 @　　　　　i　　　　　　i　　　　　　　　　　　｛　　　　　　1　　・　　　…　　　　　　1

1　．　　　1　　　　　、＿

［　・7・i　　l　・i

　　　c　嘔

言調査弼毫数　　　 7

藷膳1．塵iり回数　　3661

一一一一t「VL・
　G49

　513

　470
　　　　　…

．1劉・．3512

1留

　　　　　h

21

62

ユ4

23

17

　6

　6 1

149

　　　　　l　　　　　　　l

－＿」　　．，｛

O．9593 502 523

　　　　th－一一tt　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　375

　　　　　　　　　　　　　　　　　　4．73

　　　D　峨　　　　　　　582

調ヨ査…雌！1数　　　　　7　　　　　　　　51・7

　　　　　　　　　　　　　　　　　　4．O・±
糸葱産5N数　　3489

　　　　　　　　　　　　　　　　　　｛L26

　　　　　　　　　　　　　　　　　　575

3352

2〔レ

36

46

19

　2

　3

11

137 O．9607 479 N，8

第　6　表　　 獄晦隻益三命訓dイ註

鵬 一蘇朋　己號

AI躍 雌蛾
1

月『．1

8．2ii

　　〃

　　ク

8。24

　　ク

　　〃

　　’

　　ク

B．L這 雌蛾

怯

8．23

8．23

　　v

s．24

　　ク

　　ク

　　if

1

2

3

生

5

6

7

8

1

2

3

d

5

6

7

艶死月日

月日時
8．29．10

8．2S）．10

9．1．13

8．31．10

8。31．14

8．31．16

9．1，13

9．2．6

　　　　師

8。29．7

8．30．10

8．31、1〔｝

8．29．6

叢，51．6

”．3．6

9．　d，．17

存命1三1時

肩時
6LO2

6．O塾

9．05

7，．02

7．06

7．08

8．05

8。22

同上単均

El　lt・，ii，．

7．10

5．23

7．02

8．〔，2

d．22

、7。22

9．22

11．09
　　　　1

7．21．

錐蛾

雌蛾

獲蛾月日

月日
8．23

　　〃

　　ク

　　’

S．24

S．25

記貌i蜷死月日

1
1　1

2

3

4

5

6

月日時
9．2．17

9，3．6

9．4。18

9．4。18

9．4．6

D．5。6

　　　　　　　弓　　　ヒ

存命日時同上耶均

8．231　1

8．23

　　〃

　　v

8．2止

　　e

8。25

　　v

　　ク

　　ク

2

　3

4

5

6

7

　8

　9

10

　　　日時

　　ユO．09

　1

　　ユ0，22

－　12．10

　　1‘a　．10

　　10．22

　　，ユ0。22

　　　　　1

8．24．101　　　1。（）2

　　　　　：

8．30．6

9．2．6

9．6，6

8．31．10

9．4．6

8，30．18

9．5．6

9，6．8

9．7．11

6．’a‘d

9．目2

13．22

7．02

10．22

5．10

ユO．22

12．OO

13．03

日時

11．8

9．3
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CI縄

∫

D照

邸1蛾

雌蛾

，．、3［、　8．，。．616．、2

8．24121　8、31．、，，17．〔｝6

　　　　　　　　　　　ミ
　グ13　　S・31・1肉　7・〔｝6

　v

　e

8．25

　グ

8．23

8．24

　ク

8．25

8．25

　ク

　び

d，

5

6

7

1

2

3

4

5

6

7

　　　19．2．61　　　8．22

9，2．17　　　9。OD

8．30．　6　　　d∴22

　　　E
”’4’15 P1°’eり

9。ユ．13

8．31，6

9．生．10

8．31．6

9．3．1G

9．3，13

7，20’

　1
9．05

1　　6．22

11，02

5．22

D．02

9．05

9．56！10．22
　　°1

8．21

L

旨雄蛾

雄蛾

　v

8．23

　r

　v

8．2藍

　r

8．25

　v

1

2

3

d

5

6

7

8．23！1

　’　2

8、24　3

8．25　生

8．31．10　　　　0，82

1：1：11i、1盤1

　　　　　　　　　　　　　

9．　5弓　6　　13．22

”．　7．　8　　1d㌔00

8．30．7　　　些．23

ひ．　5．6 10，22

10．C）7

9．1．6

9．7．17

9．d．13

［）．4．6

8．22

15．09

11．05

9，22

一一

11．9

今前揚第1表の1以下　第2表の3までの給桑量食下量に關する項を概括表示すれば次の如し。

　　　　　　　第　4　齢　期　試　験

給桑鷺（新鮮物）

岡1　上（乾　物）

食下乾物澱
食下黍縛乾　物）

A．　1

　9「
79．b6

2d．40

14．11

　％0．D「7ti

A．　2

　9∫
82，36

25．16

13．85

　kO．5「oO

B．　1

　9「
85。55

28．05

15．97

　％O．569

1｝．　2 C．　1

79．夢li　77。§δ

26．Od・　　　　‘z6．34

ユ6．36　　　　　1d．7生

　％　　　　　　　　％
O．628　　　　　0．56（、

C．　2

　9「
7・i．33

25．02

ユ5．27

　％
O．610

D，　1

　9「
75．9（1

26，32

1盛．50

　％
0。551

D．　2

　9「
73．36

25．掘

ld，、95

　％0．588

第　5　齢　期　試　駿

給桑最（新鮮物）

同　上（乾　物）

食下乾物量
食下黎（乾　物）

A．♀

　　9「
140．56

39，87

2222
　　％
O．557

A，♂

　　9「
138．76

39．34

20．76

　　％
O．52S

B．♀

　　9「
136．20

41．OA

22．63

　　％
0．551

B，♂

　9「
132，93

40．e6

21．93

　　％
0．5生7

c．♀

　　gr
14；S．A1

44。32

22．02

　　％
O．d97

C　♂　　D．♀

　　　E
　　9「
136．り9

41，98

19．d・i

　　o！o
O．463

　　9「
140。71

45914

22．69

　　％
O．503

D．♂

　　9「
137．16

44．S1

20．31

　　％
0，d53

前二表より食下乾物量の大小を比較するに甚だしき大差なきを知り得べしと云へども、萎凋度軽微

なる13匠に於v・て常に最大を示したるは注目すべき事實なり。而して、斯る結果の生じたる原因に就

て燃する瘍合、繰量加は殊りたる鶴鋤羅に非る廓亡表食一陣の項に於いても畑得るxtil

く、［舶なる事勧こしてそ輝に述おミる1・／他の事實よりも類推して正常なる鰯鋤糸課と見て大XUなカ’

るべし。

　猫各賊に用ひたる飼料の含水溝｛：は既に示したる如くなれども共の築均含水景は次表の如し。

　　　　　　　　第　4　齢　期　試　験



158　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．　　叢置　　　　　　赫…　　　　　母瓢　　　　　　剃霞　　　　　　誌　　　　　　　　　．　　　　　　　　　　　　　　　　〔第四菅｝

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’

陸・陸2111・－1い汐・iC．・1・）・・1
　　　　　　1　　　％　　　 ％「　　　％　　　 ％　　　 ％ド　　　％1　1　％
z幽含フ躁 @6踊　69・461（57・591腿566・1V「‘，6’3465・33

D．　2

1　　　％
　　65，33

第5齢期試験
．C・　♂　　　D・　♀　　　D，　♂

…蝦…凝1…舘…拳…齢｝…語69・髭1…劃67・菱

　次に前掲、崖休軍量表中雌雄別に秤量せる第2表の4を基礎とし体重増加の過程を考察する便宜上

P・obertsonによつて探用さ寵、後八木陣士によつて獄兇の傷合に適用せられたる。］Mono－moleGul

　　　　　　　　　　　　　　　　　oar　Au七〇ca七alitio　reaebionを示す式。

　　　　…艦…k（a－一一・）

より導き泥る。

　　　　109－一盈一一一＝k（七一七1）

　　　　　　a－x
により生長速度の恒数K（VeloGi七y　cons七an七〇f　t，he　Grow七11）を鱗〔IUし次表を得たり。但し表

中、

　　　A……生長最大黙の重量

　　　X……も時の生長量

　　　t・・・…測定時…（日）

　　　七1……　」ムAとなりたる1時…（日）

　　　k……獲育の恒数

を示す。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　。

　　　第7表の1
　　
Obs．　V．

　x
Ca1，　V．

X

A
工く（t－－t　　　　　「）　（t－t、） K

　　　0　　　　　　　　5。53　　　　　　5，36　　　　　0昌189　　　　　　　　　　　　　　　　　三i霧ぼ！llliii｝oぼ転
A　・　・°・37110・811°・355
　　　2　・7．511　17，46［　0．599
孚　3　、5．、、：、、．、、i。．8，、＋。．8S、・＋、．、1。．、、，，，．。．62’5，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　セ
　　　　　　　　　　　　　　　　1　　　ト　　・　　　4、2i’・Lata…2s・33…　「　「　一「

（・）1・9万毒＝ご…2・・（・一・・59）　（・）1・・、、露。一・・…5（t－・…）

．1・　　・　1・　1　　…
μVPC・Lvrr・一一K（t一t，）i（トの

　　　o
A　　　：L

　　　2a

。．、，、1、．，、。．、、3＿。．5、21＿、．ユ7

、。．。、51，．、、。．、，、、＿。、。、。1＿。．、7

・5… P　・5…［－i　＋・・…1・…3

K

illii幅
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1判　：　｛　：　°’cJl’1＋1’1ギユ’！3°’617d’”°’617d　l

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’

（・）1・9、，1齢一…75・（ト・・ji・）　（・）1・9・頭：毒取一・・磁・（・一・・の

策　7表　の　2

　　　　　　　　O

B　　　　　1

　　　　　　　　2
早

　　　　　　　　3

　　　　　　　　座

　　　

Obs．　V．
D

5．24

9．71．

16．43

23．77

26．06

で冠飾7一養一一ごK（・一・，）

、．731。．，。、」。．59，

　　　　I　　　　l
　9．87　　　　　　0，372　　　　－O．，a27

　　　　　　　　　　　　　　1

16．32　　　　　0。630．　　十〇●231

23，77　　　　　0。912、　　・十1．（，16

25，54　　　　　　　＿1　　　　　　＿

　　　　　　　　　　　　　　1

　　　　　　　1

（t－t，）　　　i　　　　　　　Iく

　　　　　　　1

一1護9

－O．49

十V。51

十1．5工

lliiii｝誼二b、

O．672S…　0．67滋8

ne＃tUtiemanp■Ptnimmomm－ev

（1）1・9，・．・X・・一。＝°．43V4‘ト1・4　CJ）．　，（2）1・・、、．晶一。一一・・67・・（・一・・ω）

　　　　　　　　り

13　　　　1

　　　　　　　　2
♂

　　　　　　　　3

　　　　　　　　4

　　　x
’05§：｝▽7

　　x
Cal，　V．

　

4．6？

8．63

コ．生．16

20．66

24．89

tk．46

8．71

14．17

2e，66

24．27

A

0，1S5

0．346

0．569

U．830

K　（t－－tr）　　　　　（t－－t，）　　　　　　　　　　　K

　　　　　　1　　　　；

三ili鑑匠ilii｝i羅｝8罵6、，

　　　　　　1　　　　　　　1
　　　　　　　　　　　　　　　　’＋・・68gi＋・・3．il・・5‘ks9・・…5259

　　　　一1，「

　　　　　　　　　　鼎　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・　　　　　　　　　　w　－一一±dexm－“”a　一

（・）1・鑑、諭＿。一・・39・9（・一・…）　（・）1・g、，。晶こ箭一一…259（・一・・5・）

第7表　の　3
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　即

　　　X　　　　　　　　　X　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
で聡「77　『U互1．…▽r’nvn闘五……　K（t一の　（t・－t，）　　　工く

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　」

呈i陰1騰騰i1薫ii濠ii黙iil！艦貌

　　　　　　　　屈25・・2［…77i「　「　司
而　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　‘　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　犀

（・）1・臨磁＿。．一・・37・5（・一・・8・）　（・）1・9コ議＝玄一一・・5・d・（・一・…）

9

　　　　　　　　O

（〕　　　　1

　　　　　　　　2
6

　　　x　　　　x　　「　x　　　　　　　l　　　　l
．礪丁℃51．亙1一一闇入｝K（t－－t，）i（トt’）　K

、1：羅、1：嵩㍑翻；9：1：：kg：ll、1：欝畿・
　　　　　　　　　　　　　I　　　　I　　　　l　　　　l
d、．231　　　　　3．95…　　　　O。1951　　－0．616　　　　－1．61！　O．3826

Ii　　　　　　　l　　　l

，



冒60　　　　　　　　　鑑　　綜　　離　　競　　誌　．　　　　　　　　〔第四巻

（・）1。・、、．売＿。一・・d，・5・（・一・…）　（・）や9、L売＿。一・・5・…（・一・…）

第7表の4

D
♀

x
Obs．　V。

x
Ca1．　V，

　　4．30i　4．33

煮ね雛
工8．97　　　　　18．97

2正，43

　　－　　nA耐…　内　　K（t－t’）　　　　（t－t，） K

122°27　「　・　1

　I　　l　　｛
i；iiiにi：iiに醐1：lill｝熱

・．776＋。．54・・
{、コ，1。．d．736．．．。．4736

　　　　　　　　　ヨ

　　　　　「 I　　　　i
（・）1・・、、．藷＿。一゜・3588（・一・・86），　⑭1・9藤、一。一・…736（t－・・86）

D

3

　　　　　　　　　］
て）5島．－V7　　Cai．　V．

、．921、．78

…il・・3・

ユ1．991　　　　11．99

17．6盛　　　17．64

22’2u2°・52

一一一一一一

?crK（・一の（・一の

…76gードL8・1
°・3191－°・32gi－°・82

0・538　＋0・0661　＋0．18

　　　　　　O．7921　　十〇。581　　　　t－1．ユ8

　　　　　　　一　　「　　｛
　　　　　1

K

il蕪｝齢

O．4923・・．0．些923

（・）1・・、2．論＿．一・…8・（・一・・8・）　（・）1・9嚇耳・一・・・…（同…）

上記4表よb恒敬Kの値を摘録表示すれぱ次の如し。

　　　　　　　　雌　　　盤　　　兜　　　　　 雄　　　獄　　　免

＿一一．＿一．＿
@　－fi第1恒＿数」＿箆一塾」厘難＿＿．塾＿哩傾一聖1筑π一夏恒’数…

A　　　　　 匿　　　　　 O、4202

13　　　　　1置　　　　　O．439di

C　　　　　II置　　　　　O．3715

Dl西五〇．3588

0．6255　　　　1　　　　　　　　　0．（匹750

0．6728　i　　　　⑪．390ひ

O．50三U　　　　I　　　　　　　　O．4058

0．造73（i　　　　　　　　　　　O．3786

O．6174

0。5259

0．5043

0，4923

　上表の如く恒藪Kの値が常に大小2様に分れたるは（前表第1、第2恒数）夙に八木博士によりて公表

せられたる放績と一致せるものなり。而して今奥に前表より第1、第2の恒数の比率を求むる時は次の

如し。

A　　　　　I旺

JS　　　　　】腿

雌　　　蟹　　　見

1．UO　31．4S

1．00：1．53

雄　　　i螺　　　免

1．00；1．29

⊥．00：1．34
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C　　　　　　　匠

D　　　　　　　la，1

1。00：1．35

1．00：1．32

1．00：1．2正

1．00：1．30

　斯して上揚2表より下の如き事實を嚢見すべし。

　1．恒蜘直大小の順位に於てぼ、雄鷲兇にては第1、第2の恒数共に萎凋程度大なるに從ひて減少

する傾向を示したるも、雌獄兇に於ては爾恒数共に却つて萎凋程度i脛微なるB砥に最大にして、次で

A阻、C厩、　D匝の順位に漸減する傾向を見たりσ

　2．　恒藪比率は常に雌獄兇は雄慧歩己に優る。然れどもこの爾者の比寧の相異はi萎凋程度大なるに從

ぴて漸く小となる顯醤「なる傾向を認めたり。

　3．概して恒数比率は飼料の萎凋程度大なるに從ひて、値小となる。

　4．概して雌雄鑛兇共に恒数比率最大を示したるは、萎凋度轄轍なるB琶にして、次でA恒、C慨、『

D慨叉はAI超、　D甑、　C匠の順位を示したるは殊に注四に値す。

　5，以上の萎凋桑葉給輿の磯育に及ぼす影響が齢の前4ミ（八木博士の云ふ第1の獲育圏）に於てよ

りも、後牛（第2獲育圏、同上）に於て、叉雌獄兇に於ては雄鷲兇に於でよりも大なるを示すものな

り。

5．，考　　　察

　本項に於ても、主として比較的明瞭なる成績を得たる5齢期試験に重黙を置き、考察の封照とすべ

しo

斯は本齢期に於ては物に雌碍藍欝睨を別女に飼育調査したる黙より見ても却つて愛當なるものと僑する

が故なり。

　萎凋桑葉と食下量の攣化、萎凋桑葉を給輿せる傷合その食下乾物量を遊減するならkとは普通一般

に考へらるL庭なるべきも、必す1しも然らすして無庭理封照匝に大號なき1或績を得たるは注国に儂す

るものにして、殊に軽微なる萎凋桑を與へたるB慨に於て常に最高を示したるは特に輿味ある蛮實な

るぺし。而して斯くの如く萎凋桑葉給興によりて・食下乾物澄に如何なる｛彰響を生じたるやを考究す

るため、前偶第2表の3より、次式によゆて計算したる結果は訳表（第4表）並に次蹟1に示すが如し。

第　8表

笹購群総霊99一全鹸下乾物蚤幽す櫛畷i軸

i。，［ALas　1、司B、i・，i・♂・9D・
1　　　　1　　　　　　　　　1　　　　1　　　　1　　　　「　　　　［

淵：：：臣1灘1潮ll：li　l：：1憾

箋1閑闘1μ1：慧：ll－1：ll1鑑：一糊

第5［・目 @1°・5門5・6311・1SL「°・5715°°3－3’76

11　
＿　 懸i　　　　　　　　　　　　　　　11　 ＿　罷

　　I
16．osl　18．51

27．24［　　　　　25．55

30，27　　　　　　30．57

1｛L941　　　　　13，73

　　1
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　　勘1ち第8表第11副によりて次の事實を知り得0

　1，萎凋桑葉給興の鵬合齢の前牛特にその初頭に於ては、無虜理釣照匠に比し食下乾物量勘少なれ

　ども齢の後4ミ期に於いては却つて食慾増進するの傾向を示し換言すれば萎凋桑葉給輿剛τ於ては齢D

前傘に於てよりは、後牛に於て欝養鵬取量多し。而して此の前牛に於ける食下最の低下は萎凋による

食味の低下に山來し、後1≧に於ける鋼取量の増大は、漸くその飼料に馴れ、且前傘に於ける擶取不足

壷た補わんための自然的要求の顯現と見るを得べし。撚して此は第4齢期試験に於ても同様の放績を

示したりQ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’

　2．A．避置の雌鷲兇を除9他は何れも第4日同に於て最大を示したり。ζの事實に甥し薯者は本

來第3口閏に於て最大量を撮取す一x“き本r吊種の雌叢置児が萎凋桑葉糸合興の結果C，D・2斑に於τは第4・　［1

目に最大量を揖取する雄糠兇と同一経過をとりたるものと考ふるを至當と信ナ。

・　猫、かつて北澤周一一氏は國獄臼一號其他を用ぴ、齢の中途に於て食下量の耀減期あるを稻へられ、

著者は叉本實験に於て萎凋桑葉給與の結果が、該現鞍に如何に影響し居るかを知らんとせるもfAl　t：－1な

る成績を得る能わざりき。此は著者の實験が夏秋期の2化性飼育なるため、獲育縄過速かなるためな

るべし。

　萎凋桑葉給與と生長速度体重増加との關係、萎凋桑葉給輿匠に於ては撰休常に轄少なりしは、既に

前項に示したるが如きも、今前の食下量の鵬合に灘ぴ、次式によりて体重糟加日日の趨勢を槍する時

は次に示す第9表第武圓の如し。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　°

日署難犠処㈱輔す・繍の休酬齢　 ，・

第　9表　　齢未休重に封する毎日の休重増加割合

第　2　日　目

第　3　日　日

第　4　日　臼

第　5　日　目

A　　9

20．43

30．1・t

A　　♂

29．70

・州・・1・・ c　　♂

21．d6

34，15「 @　32．27

35・081　　　　27．37

1巫，351　　　　8．77

35．25

10．99

19．78

27．28

32，07

20．86

18，21

25．88

19．91

29　．　3・1

31欄6｛』　　　　30．17

2di，261　　　　20960

D・ hD・
、8．，，1

2EL　．54

19．3D

26．60

1　　　1　　　1　　’

　　1
30，10　　　　　30．81

27．121　　　　‘a「D2d
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　自P、上需已によりて萎凋桑葉給興の結果は獄体肥大の程度は著しく制限さるる事勿論なれども、猫該

獄兇が比較的齢の後牛｝乙於て、より多く体重を増プmする事は注意すべき事概にして此は萎凋桑葉給輿

の結果獄兇の獲育経遇を逓延せしむる事を意味すると同時に、離橘食下量の動向を、よく裏書するも

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1のなり。
　　　　

　’猴前項に記したるが如くBobertsonの式に依りて鯨出したる磯育の恒数値Kの値が萎凋程度と共

に漸減したるは該獄兇の肥大程度砂少なりし當然の結果なれども此虞にB顧がA阻を凌ぎ却つて最大

を示し且食下乾物絶謝量に於ける結果と一致せるは興味深き事實なるべし。

次に第1、第2の恒激lll〔の比摩に於て常に雄獄兇に比し雌欝兇大にして（此の瓢八木博士の戊績に反す

剛その如何なる理山によるかは審ならす）この比寧の梱異が萎凋程度穴なるに從ひて漸く小となる傾向
　　　　　　　　　　　　　■　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1

縮熊剛寺に鰍比軌のものの減少瀦なるは1［1・tc興勅る覇とす・自il疵の鰍騨の麹

桑葉糊嘔に於て減少ずる藤凋桑葉給典ゐ騰が・八樽士粥ふる第1畷育圏に於て劫恥

次の第2獲育圏に於てより大なるを曙示するもめなるべし、叉第1、第2の恒敬比率の雌雄による蕪異

が萎凋桑葉繹嘔に於て漸く僅少となる傾向を示すは、萎癖葉の影奪響により購貌がその個符の磯

育過程を辿るを得す雄獄児の通常の焚育過程に近付きたるものと思考する糠～當とすぺし。

　次に最近木暮氏は八木博士の2成長圏設に反封し、51勇罐兇に於て2成長圏を有する如く見ゆるは主

として絹糸腺の第2次的成長に出來するを唱へられたり。之を要するに5齢期に於ける蛋置休重触力1の歌

況は絹糸腺の特異なる磯育に俘ひ2個の“JJII　mb度的磯育をなすものと菰ひ得べく、前禍の如く第1、第2

の恒数餓に分離せる瘍合卿の恒撒Ω1〔は特に絹糸腺の畿育程度に影響さるXSのと云ふを得べく・蜥

　くて萎凋桑葉給興の結果特に第2恒撒鮭Kの低下するは該鐙兇の絹糸腺の磯育不良なりしを察知し得

べく第6表に於いて萎凋桑葉給與置の繭暦量寡少なるを見るはよくこの間の浩息を製書するものと…云

　ひ得べしor　，、　　　　　、　　　”
　而して萎凋桑葉給輿の結果が特に第2恒数fii「σくに影響せるなるべし‘！i云ふ解繹と前蓮の萎凋桑葉給

與匠が比較的後‘iミに於いて多く休重を増加すと云ふ推漸とは一見矛眉するが如くに見ゆれども此は磯

育の逓延と磯育絶劃重量の相異を考慮に入るる時は必すしも矛盾とは術し難きものと思慰すp　，

　萎凋桑葉給輿と獲育維過　萎凋桑葉紛與の瘍合常に経過i混る」傾向を示すは第1、2表、第耀ξにょ

　りて明なりo　　　　　　　　　　’　　　　　　　　　　　　　　、

　萎凋桑葉給輿と産卵数並に獄蛾の左［三存日数。萎凋桑葉給與の傷合鑓体の肥大磯育を甚だしく阻害さ

　る玉事實よりすれば、その産卵数、生イ芦日数に於ても著しく減量、短縮せらるべしと考へらるるに拘

　らす㌧却つて第5表、第6表に於て認めらるる如く反封に増加延長し居るは著しき事掬1にしてbこの黙

　よりも前述の萎凋桑葉給輿の影響が比il或的絹綜腺め磯育により多く影響せりと考維せる審の愛當性を
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磯見し得べし。

萎凋桑葉給輿による、食下量と体重士伽との關係・今第駿の3・4を…as礎とし先づ最大齢朱1植

を示したる慨（雌獄兇に於てはA匠雄獄児にてはB涯）並に最少体重を示したる匠（雌雄共D擁）の

爾者の毎口の休重の測定値を聯ぬる生長曲線を拙き、次に之等爾顧の各k食下量毎日の累計を示す曲

線を食下量累計曲線とし、特に齢末最大休量を示し充る旺（雌獄児にてはA阻、雄獄兇にてはB1眠）

に於ては日々の体重測定値による生便曲線と、この食下量禦計曲線との爾端が同一黙に示さるる如く

同一圖内に描く時は（原黙、並に匝間の選定方法によの自由になし得）次に示す第滲圖の如し。

第　　蓼　　圃　　食下量　ト体露ト　ノ關係
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　即ち1測によりて朋なるが如く萎凋桑葉給興の結果生する休重の低下率は、同様の理由による食下量

の低下率に比じ、遙に大なるを児るべし。この事實は爾涯間に於ける漕化吸牧率の相異によるものと

認定する外他に遽なきものにして、帥ち著者は萎凋桑葉給與匝に於ては、所含水分の不足により必然

的に消化吸牧率を低下せるものなりと思意す。

6，結　　　論

　1，厨含水分率の4－5％を奪取しSeる萎凋桑葉は、95％以上の多漁密封器内に貯ふる時は1甕夜以

上にわたるも原欺に復する事なく且更に萎凋度を高むる事なし。（豫備調査域績）

2．萎凋桑葉（所含フ紛率の5％以内奪取、以下同様）を給與せる傷合齢の謝ミ殊に初頭に於ては

食下乾物壷を低下するも、末期に於ては却つて増大しM全齢を通じては僅に少なく無虞理謝照属に大

差なし。

この傷合前牛の食下量の低下は食昧の低下に由來し、後牛の士1軟は該飼料に鉗する馴化と、前牛の撮

取不足量を補はんための自然的要求に蹄し得ぺし。

　3．』萎凋桑葉給輿の蕩合、雌羅兇の食下乾物量に現るS飼料撮取歌態は雄獄兇の歌態に接近す。

　4，萎凋桑葉給與の瘍合齢未休重に欝する毎日の休重増加割合は齢の前傘に於て勘なく後牛に於て

多く、この傾向は食下乾物量に現るる傾向と・一致し更に一暦顯著なり。而Lて之等の傾向は主として

磯育経過の遅延を意昧するものなるべし。

　5，萎凋桑葉給與の獄児獲育に及ぼす影響は八木博士の唱へらるる昆錨齢の第2獲育圏に於て大に

して此は特に5齢に於ては絹綜腺の磯育に障害を來すもの玉如し。

　6．萎凋桑葉給輿の場合雌慧児の獲育状態は雄獄兇の常態に於ける磯育歌態に接近す。tの傾向は

食下乾物量に現れたる傾向に一致す。これ等の黙より、萎凋桑藥給與の影響は雄鷲兇に於けるよりも
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雌麓児に大なるを思はしむ。

　7、萎凋桑葉給與の識兇は休重輕小なれども熊卵数多くM且蛾の生存期聞長し。

　8．萎凋桑葉給與顧は繭暦量少なし。即ち前項と封比し萎凋桑葉の影響が特に絹糸腺爽育に大なる

如しとの第5項の推断に一致す。

　9．萎凋桑葉給與による食下率の低下割合と体重増大率の低下綱合とは一致せす、後者は前者に比

し蓬に大なるを見る。即ち萎凋桑葉給與の影響申には飼料申の水分の不足による漕化吸牧率の低下を

含む事を知る。

　10．共他の鮎に於ても無塵理封照嘔に優り換言せぱ軽微なる萎凋ぱ獄生理上却つて有利に作用する

鮎あり。

　　　上の結論は育獄中に於ける飼料水分の減耗攣質を防ぐため飽和度に近き多漁飼育器内に於て得

浸るものなる事を特に附記す。　　　　　　　　　　　　　（昭和七年一月四目薩理）

　7．文　　　献

1・由澤幹（1925）　桑葉の水分と憲兇獲育・，大日・添鐡綜界報　No．dOO．thO1

2．木暮傾太（1925）　　家獄幼巌の成長曲線に就て　　動物駆雑誌　No・d87

3．北澤周・一一一（1930）　5齢期舐鬼の食桑歌況に就て　　懲綜墨雑誌　Vo1工II　No・i

4．翼，Yagi（1L926）　　　Analysis　of　the　growtli－teurve　of　the　insect－larvae　　　］｛emoir　of　the　coL　of　Agri　I〈yo吐Q

5・？．13。RQbertson（1923）　　The　Chem…cal　basis　of　Grewth　and　Senescence

1


